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発音評定装置

音声を評定する装置、語学学習装置、楽音学習装置

簡単な構成で精度が高い発音評定を得る。

従来のこの種の発音評定装置によれば、標準音声と学習者音声のスペクトルと抑
揚とが比較されて点数表示される構成であるので、両者の類似度の評定精度が低
く、またリアルタイム処理には高性能のＣＰＵと多量のメモリが必要であったが、本発
明によれば、音韻ごとに連結した連結ＨＭＭとフレームに分割されたデータとを用い
て標準音声と学習者音声との類似度を評定することができるので、両者の類似度の
評定を高精度でしかも高速で行うことができる。

受け付けた音声をフレームに区
分１０４し、その区分された各フ
レームの特徴ベクトルを取得１０５
し、その取得した特徴ベクトルを
系列化したベクトル系列と母語音
素ＨＭＭとを用いて第１の最適状
態番号系列を取得１０６すると共
に、先の特徴ベクトル系列と連結
ＨＭＭとを用いて第２の最適状態
番号系列を取得１０７し、このよう
にして得られた特徴ベクトル系列
と母語音素ＨＭＭと第１の最適状
態番号系列と第２の最適状態番
号系列とを用いてフレームごとに
最適状態に対する確率を算出し、
フレームごとに発音の良し悪しを
示すスコアを算出１０８する。


